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大阪公立大学との共同研究により 

1 枚の画像からブドウの房の３次元形状推定に成功 

間引く実を自動選定するシステムの開発へ一歩前進 

 

シャインマスカットや巨峰などブドウの中でも粒の大きな品種では、糖度を保つために１房

あたりの実の数が制限されることがあります。また、房の形を円錐形に整えて見栄えを良くす

るためにも、実の間引きが必要です。ブドウの房はそれぞれ形も実の数も異なるため、間引く

実を臨機応変に見極めることが必要です。しかし、ブドウの生育サイクルは１年で、技術の習

得が難しいという課題がありました。 

環農水研は大阪公立大学大学院情報学研究科の内海 ゆづ子講師らの研究グループに参画

し、ブドウの実のように表面に模様がない球体の３次元形状を推定するため、デジタルカメラ

で撮影した１枚の画像から３次元形状を推定する単眼深度推定法に着目し、共同研究を実施し

ました。３次元形状推定にはブドウの房を 360 度撮影する必要がありますが、ブドウ棚には多

くの房があり、画角の狭いデジタルカメラで房全体を撮影することは困難です。そこで本研究

では、画角が 180 度ある魚眼レンズを用いることで、房との距離を一定に保ったまま房全体を

撮影し、１枚の画像からブドウの房の３次元形状推定に成功しました（下図）。今後は、ブド

ウの房の周囲画像から推定した３次元形状を統合し１つの房の３次元形状を再現することで、

間引くブドウの実を自動選定するシステムの実現をめざします。 

本研究成果は、2025 年２月３日に国際学術誌「PLOS One」のオンライン速報版に掲載され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ】地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所（環農水研） 

食と農の研究部葡萄グループ   担当：三輪 

TEL：072-958-6551 FAX:072-956-9691 

HP：https://www.knsk-osaka.jp/ 

 

 

 図 ブドウの房画像の 3次元推定結果 

（a） 入力画像 （b） 入力画像の奥行き推定結果 赤が手前を表し、青が奥にあることを示す 

（c） （b）を 3 次元空間で描画した結果 

https://www.knsk-osaka.jp/
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